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成果の概要／成田慶一 
                     
【本書刊行の目的】 

自己愛／ナルシシズムという概念は、およそ 100 年前にフロイトが理論的に導入して以来、

精神病理やパーソナリティのみならず、社会的風潮を形容する表現としても用いられてきた。

その後、2013 年に公開された米国精神医学会の診断マニュアル DSM5 の策定過程において、

自己愛／ナルシシズムに関する非常に活発な議論が行われたことを見ても、この概念に委ねら

れている心理的事象は今なお現代の臨床家・研究者の関心を惹くところであることが明らかで

ある。しかしながら自己愛に関する実証的基礎研究と臨床的実践研究の間には、容易には埋め

られない本質的な乖離が存在することがしばしば指摘されてきた。そこで本書では方法論的構

造と内容的連続性を考慮して章構成を行い、基礎研究から臨床実践までの 11 の研究を連続呈

示することで、その乖離に対して一冊の学術書ならではの「橋を架けること(translation)」を

目的としている。 
 
【自己愛／ナルシシズム概念の整理】 
 第Ⅰ章では、ナルシシズムおよび自己愛をめぐる先行研究を概観し、自己愛という訳語の問

題を含め、これらを論じる上での重要な論点を整理した。特にここでは、フロイト、コフート、

ユング派であるヤコービ、ストーン、ノージックの論じた「公正さ（fairness）」に注目してい

る。また、臨床的・文化的観点としてギャバードを筆頭に多くの臨床家が提唱する「顕在・誇

大型」と「潜在・過敏型」のナルシシズムについて、診断基準の項目の歴史的変遷を含めて整

理した。 
 
【自己愛研究における方法論の導入について】 
 本書の第Ⅱ章から第Ⅳ章は混合研究法という方法論的構造によって組み立てられている。こ

の構造は本書を自己愛に関する包括的な研究とするために必要なものであった。この構造にお

ける重要なポイントは第Ⅲ章の観察研究である。この観察研究デザイン自体が、量的アプロー

チと質的アプローチの混合研究法という性質を持っており、なおかつ本書全体においては第Ⅱ

章と第Ⅳ章を橋渡す研究（translational research）として機能しているという構造になって

いる。そのような構造で、「静的」な自己愛と「動的」な自己愛を論じることで初めて、質問

紙によって量的に変換されたデータと、医師と患者の対話場面における実態としての行動や力

動との関連を検討することが可能になり、また臨床事例についての考察の視座を共有可能性の

あるものとして提示することができたと思われる。「実証的」研究によって算出される、「仮想

空間（cyberspace）における最適解」は、「臨床的」な現場である体験世界（real world）に持

ち込まれてこそ活かされるものであろう。極めて多様な現象を取り扱う自己愛研究であればこ

そ、このような研究デザインや方法論が今後さらに洗練され、基礎的研究と臨床的研究が有機



的に結びついていくことを期待したい。 
  
【神経科学との接合】 
 第Ⅱ章では、複数の実証的研究が取り上げられているが、特に注目されるべき点は、自己愛

研究が神経科学との接合への一歩を踏み出したことである。本章では、近年世界中で注目され、

多数の言語に翻訳されている、感情神経科学の基本感情理論（Panksepp, 2012）を踏まえた

パーソナリティ尺度（ANPS）の邦訳版を作成した。次に、神経科学の理論モデルと整合性の

ある心理統計学のモデルを構築し、ANPS データの適合について精緻な検討を行った。その結

果、自己愛はドーパミン神経系との強い関連が示唆され、これまでの自己愛論を神経科学的な

視座から整理しなおすことの可能性が開かれた。 
 
【インフォームド・コンセントに表れる自己愛】 
 第Ⅲ章では、対人関係の中で表現されるダイナミックな自己愛の問題を論じるために、抗が

ん治療としての外来化学療法に関するインフォームド・コンセント（IC）という医療場面をフ

ィールドとした観察研究を行った。質問紙データと精緻な逐語記録から、IC という医療場面

においてはどのように自己愛の問題が現象するのかについて誇大型のエピソード・過敏型のエ

ピソード・成熟志向性をもつエピソードの 3 つの類型にまとめて示し、それらへの医師の対応

の在り方を含めて統合的な解釈を示した。 
 
【医療場面における心理援助】 

第Ⅳ章では、自己愛の問題についての理解がどのように医療場面の心理援助に応用されるの

かを論じた。急性期から終末期に至るまでの各事例が示すのは、個人の存在そのものの意味が

大きく揺るがされ、世界との関係の見直しを請求に迫られる医療という場でこそ、自己愛とい

う人間の生にとって中核的かつ全体性と結びついている概念が活きてくるということであっ

た。 
 
【まとめ】 
 以上のように自己愛は、感情・意思決定から人生の意義に至るまで人間の在り方全体に関わ

るものであることが、本書では広角で複合的な方法論と切り口で論じられた。 
 


